
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         「まくらざき家庭教育手帳」はパソコンやスマホ，タブレット等でも 

         下記二次元コードから見ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度 

「きばらん海」のマスコットキャラクター：「キバッチョ」 

「きばってます！」「もっときばれ！」という意味がこめられ

ています。 



 

 

１ 小学生・中学生のみなさんへ（学習に集中して取り組むために）       １ 

２ 家庭学習の主な流れ（小・中学生共通）                  ２ 

３ 各教科・学年の学習について 

◎ 小学校１・２年生の学しゅう                      ３～４ 

    国語  ：ステップ１・２                        ３ 

    算数  ：ステップ１・２                        ４ 

◎ 小学校３・４年生の学習                        ５～８     

国語  ：ステップ１・２                        ５ 

    社会  ：ステップ１・２                        ６ 

算数  ：ステップ１・２                        ７ 

    理科  ：ステップ１・２                        ８   

◎ 小学校５・６年生の学習                        ９～13 

    国語  ：ステップ１・２                        ９ 

    社会  ：ステップ１・２                        10 

    算数  ：ステップ１・２                        11 

    理科  ：ステップ１・２                        12 

   外国語  ：ステップ１・２                        13 

◎ 中学校１・２・３年の学習                       14～18 

    国語  ：ステップ１・２                        14 

    社会  ：ステップ１・２                        15 

    数学  ：ステップ１・２                        16 

    理科  ：ステップ１・２                        17 

英語  ：ステップ１・２                        18  

４ その他にも家庭で取り組んでほしいこと                  19 

５ 中学生の皆さんへ                            20 

６ 保護者の皆さまへ（家庭学習ガイドブックとは？）             21 

※ 保護者の皆さまへ（計画的な家庭学習を行うためには）           22 

☆ 家庭学習の充実に向けて①（１・２）                   23 

☆ 家庭学習の充実に向けて②（３・４・５）                 24 

☆ 家庭学習の充実に向けて③（６）                     25 

● 本に親しもう                             26～31 

● いじめをなくそう！                           32 

● もっと知ろう！「子どもの権利条約」                  33～34 

● 親子でできる体力つくり                        35～37 

◎ 枕崎について知ろう①「１ 仙が瀬」                  38～41 

◎ 枕崎について知ろう②「２ 枕崎市内の各校区の主な史跡について知ろう」  42 

☆ 親として知っておきたいこと                       43 
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  学習
がくしゅう

に集 中
しゅうちゅう

して取
と

り組
く

むためには，次
つぎ

のようなことが大切
たいせつ

です。自分
じ ぶ ん

がで

きているか，確認
かくにん

してみましょう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

□ 「早寝
は や ね

・早
は や

起
お

き・朝
あ さ

ご飯
は ん

」を心
こころ

がけ，規則
き そ く

正
た だ

しい生活
せ い か つ

を

送
お く

りましょう。 

□ 部屋
へ や

の中
な か

や机
つくえ

の周
まわ

りなどを整理
せ い り

し，学習
がくしゅう

しやすい雰囲
ふ ん い

気
き

をつくりましょう。（スマホやゲーム機
き

は，学習
がくしゅう

の前
ま え

に見
み

え

ない場
ば

所
しょ

に片付
か た づ

けましょう。） 

□ テレビを見
み

ながらなど，「ながら」学習
がくしゅう

をせずに，集中
しゅうちゅう

して学習
がくしゅう

に取
と

り組
く

みましょう。 

□ 毎日
ま い に ち

できるだけ決
き

まった時刻
じ こ く

から決まった時間
じ か ん

，学習
がくしゅう

が

できるようにがんばりましょう。 

□ 小学校
しょうがっこう

１・２年生
ねんせい

以外
い が い

は，自分
じ ぶ ん

の目標
もくひょう

をもって学習
がくしゅう

に

取
と

り組
く

めるようにがんばりましょう。この家庭
か て い

教育
きょういく

手帳
てちょう

に

教科
きょうか

ごとの学習
がくしゅう

の進
すす

め方
かた

がのっているので参考
さんこう

にしましょ

う。小学校
しょうがっこう

１・２年生
ねんせい

は，まずは学校
がっこう

の宿題
しゅくだい

をがんばり

ましょう。   

 １ 小学生
しょうがくせい

・中学生
ちゅうがくせい

の皆
みな

さんへ（学習
がくしゅう

に集中
しゅうちゅう

して取
と

り

組
く

むために） 

 

 

－１－ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

１ 最初
さ い し ょ

に，宿題
しゅくだい

をします。 
  今日

き ょ う

学校
がっこう

から出
だ

された宿題
しゅくだい

を全
すべ

て終
お

わらせます。 

 

（例
れい

）日記
に っ き

文
ぶん

（生活
せいかつ

日記
に っ き

） 

    ひらがな・カタカナ・漢字
か ん じ

の練習
れんしゅう

・英
えい

単語
た ん ご

の練習
れんしゅう

 

    学校
がっこう

で配
くば

られた学習
がくしゅう

プリント・ドリル・ワーク等
など

の課題
か だ い

 

    タブレット端末
たんまつ

などを使
つか

った学習
がくしゅう

（ A I
エーアイ

ドリルなど） 

 

２ 次
つ ぎ

に，自主
じ し ゅ

学習
がくしゅう

を進
す す

めていきます。 

    学校
がっこう

から出
だ

された宿題
しゅくだい

以外
い が い

の学習
がくしゅう

（復習
ふくしゅう

・予習
よしゅう

）に挑戦
ちょうせん

します。 

小学校
しょうがっこう

１・２年生
ねんせい

以外
い が い

は，この自主
じ し ゅ

学習
がくしゅう

で「何
なに

を」「どのように」取
と

り 

組
く

むかについて，自分
じ ぶ ん

で目標
もくひょう

や内容
ないよう

を決
き

め，計画
けいかく

を立
た

てて取
と

り組
く

めるよう

にがんばりましょう。これを家庭
か て い

学習
がくしゅう

「マイゴールチャレンジ」と 

 

いいます！   
(1) 復習

ふくしゅう

は，習
なら

ったその日
ひ

のうちにします。 

まず，今日
き ょ う

授業
じゅぎょう

で学習
がくしゅう

した内容
ないよう

を，教科書
きょうかしょ

やノートを見
み

ながら自分
じ ぶ ん

で振
ふ

り返
かえ

ってみ

ましょう。 

(2)  時間
じ か ん

に余裕
よ ゆ う

があるときは，予習
よしゅう

にも挑戦
ちょうせん

します。 

明日
あ す

学習
がくしゅう

する予定
よ て い

の教科書
きょうかしょ

の内容
ないよう

を読
よ

むだけでも，立派
り っ ぱ

な予習
よしゅう

になります。何
なに

をし

たらいいかわからないときは，この家庭
か て い

教育
きょういく

学級
がっきゅう

手帳
てちょう

の３ページから 18 ページの

自分
じ ぶ ん

の学年
がくねん

のページを参考
さんこう

にしましょう。ステップ１からステップ２へ順番
じゅんばん

にとりく

んでみましょう。 

 (3) 読書
どくしょ

をすることも自主
じ し ゅ

学習
がくしゅう

の１つです。図書室
としょしつ

や市立
し り つ

図書館
としょかん

から借
か

りた本
ほん

を読
よ

んで

みましょう。 

 

３ 最後
さ い ご

に，明日
あ す

の学習
がくしゅう

の準備
じ ゅ ん び

をします。 
   学習

がくしゅう

する道具
ど う ぐ

の忘
わす

れ物
もの

がないようにしましょう。 

   （学級
がっきゅう

週報
しゅうほう

などで確認
かくにん

します。） 

 

 

 

 

 

２ 家庭
か て い

学習
がくしゅう

の主
おも

な流
なが

れ（小
しょう

・中学生
ちゅうがくせい

共通
きょうつう

） 

 

 

 

 

－２－ 

 



３ 各教科・学年の学習について 

 

 

国 語 
ステップ１ 

① 音読
お ん ど く

…今
い ま

，べん強
き ょ う

しているところを読
よ

もう。 

② 文字
も じ

や言葉
こ と ば

…ならった「ひらがな」「カタカナ」「かん字
じ

」をノートにていねいに書
か

こう。 

           新
あ た ら

しい言葉
こ と ば

も正
た だ

しくおぼえよう。 

③ ししゃ…今，べん強しているところの文
ぶ ん

しょうをノートに書きうつそう。 

④ 読書
ど く し ょ

…いろいろな本
ほ ん

を読
よ

もう。読書
ど く し ょ

が苦手
に が て

な人
ひと

は，絵本
え ほ ん

から読んでみよう。 

ステップ２ 

① あんしょう…今，べん強しているところをくりかえし口
く ち

に出
だ

しておぼえよう。 

② 短文
た ん ぶ ん

つくり…ならった文字や言葉をつかってみじかい文を作ろう。 

③ 読書…物語
も の が た り

などを中心
ち ゅ う し ん

に，いろいろなしゅるいの本を読もう。 

ノートのれい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校１・２年生の学しゅう 

○ 学校
がっこう

でならったことや家
いえ

の人に聞
き

いたことをも

とにして，いろいろな言葉をあつめてみよう。 

○ 文字は「とめ」「はね」「はらい」「おれ」「まが

り」に気
き

をつけて書こう。 

〇 しらべた言葉は，日記
に っ き

や作文
さくぶん

などの中
なか

でもつか

ってみよう。 

 

【視
し

写
し ゃ

】： 教科書
きょうかしょ

などの文しょうを，ノ

ートにそのまま書きうつすこと。 

〇 ことばのまとまりを大切
たいせつ

にしながら

ししゃしてみよう。 

〇 く読点
とうてん

（「、」や「。」）に気
き

をつけて，

ていねいに字を書こう。 

〇 文字や文はゆっくり，ていねい

に書こう。書いた後
あと

は，まちがい

がないかたしかめよう。 

 
－３－ 

 



算 数 
ステップ１ 

① これまでの学しゅうでまちがえたもんだいをもう一度
い ち ど

とこう。 

② 教科書
き ょ う か し ょ

のれんしゅうもんだいをとこう。 

③ 計算
け い さ ん

のし方
か た

をノートに書
か

こう。（とき方は消
け

さないで残
の こ

しておこう。） 

④ 算数の用語
よ う ご

をおぼえよう。  

⑤ 数
か ず

の読
よ

み方や書き方をれんしゅうしよう。 

⑥ かけ算
ざ ん

九九
く く

を声に出してくりかえし読んで，言
い

えるようにれんしゅうしよう。 

⑦ くり上
あ

がりやくり下
さ

がりに気をつけて，２けたまでのたし算・ひき算を正
た だ

しく計算でき

るようにしよう。 

⑧ じょうぎや三角
さ ん か く

じょうぎを使って，ならった図形
ず け い

やもようをかこう。 

ステップ２ 

① じゅぎょうでならったことをもとにして，もんだいを作
つ く

ろう。  

② みの回
ま わ

りから算数にかんけいするものを見つけてしらべよう。 

③ 正しくはやく計算することができるようにしよう。 

ノートのれい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
○ くり上がりやくり下がりがあるひっ算は，そのあとをしっかりのこしておこう。 

○ べん強
きょう

したことをふりかえることのできるノート作りをしよう。 

 

【算数の文しょうもんだいをといてみよう。】 

① 文しょうもんだいのもんだい文を書きます。 

② しきを立てます。 

③ 計算をします。（ひっ算も，けさずにかならずのこそう。） 

④ 答
こた

えを書きます。【れい】（答え）→線を引く（れい）○まい，○回，○㎝，○ｍ → たんいも書きます。 

 

※ 図
ず

をかいて，分かりや

すくまとめてみよう。 

－４－ 

 



 

国 語 
ステップ１ 

① 音読…今，勉強しているところを読もう。 

② 文字や言葉…習
な ら

った漢字や熟語
じ ゅ く ご

をノートにていねいに書こう。 

③ 視
し

写
し ゃ

…教科書の文や詩，お話などをノートに書き写
う つ

そう。 

④ 読書…いろいろな種類
し ゅ る い

の本を読もう。 

ステップ２ 

① 暗唱
あ ん し ょ う

…短歌
た ん か

・俳句
は い く

・ことわざなどを覚
お ぼ

えよう。 

② 短文作
た ん ぶ ん づ く

り…習った漢字の意味を調べ，熟語を使って短文を作ろう。 

③ 日記・作文…自分でテーマを決めて書こう。（ニュースや身の回りの事がらなどから） 

④ 読書…読み終わったら，感想
か ん そ う

を書いたり内ようについて家族と話したりしてみよう。 

ノートの例
れい

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

小学校３・４年生の学習 

○ 教科書の中で使われてい

るいろいろな慣用句
かんようく

をさが

して，短文作りにも取り組

んでみよう。調べた慣用句

は，声に出して覚
おぼ

えよう。 

○ 漢字の読みは，音
おん

読み・

訓
くん

読み（音訓）の区別
く べ つ

がし

っかりできるようにしよ

う。 

訓
（
ひ
ら
が
な
） 

音
（
カ
タ
カ
ナ
） 

  

（例） 

○ 新出
しんしゅつ

漢字に関係
かんけい

する

いろいろな言葉を集
あつ

め

て，日記や作文の中でも

使ってみよう。 

 

○ 言葉の意味
い み

を調
しら

べて，

ノートにまとめてみよ

う。 

○ 視
し

写
しゃ

と暗唱
あんしょう

を組み合

わせながら，教科書の

文章
ぶんしょう

を覚
おぼ

えてみよう。 

 

〇 文字や文はゆっくり，ていねいに書

こう。書いた後
あ と

は，まちがいがないか読

んでたしかめよう。 

 
－５－ 

 



社 会 
ステップ１ 

① 教科書や副
ふ く

読本
ど く ほ ん

を声に出して読もう。［３回以上］ 

② 地図記号
き ご う

カードを作ってみよう。 

③ 学校で学習したことを，もう一度 ノートに書いてみよう。 

ステップ２ 

① 地図をかいてみよう。 

② 「社会科の用語」を使って，社会科のクイズを作ってみよう。 

③ 家の人といっしょに社会科に関することを体けんしてみよう。 

④ 家の人といっしょに枕崎市内をたんけんしてみよう。 

※ 夏休みは社会科の自由
じ ゆ う

研究
け ん き ゅ う

にちょうせんしてみよう。 

ノートの例 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自分がきょう味
み

をもった学習については，教科書や副読本だけ

ではなく，図書館の本やインターネットなどを使ってくわしく調

べてみよう。 

○ 地図記号
き ご う

をまとめるときは，もとになったもの

（由来
ゆ ら い

）もいっしょに書いてみよう。 

○ 覚えた地図記号を使って，わたしたちが住んでい

る枕崎市の地図を作ってみよう。 

○ 白
はく

地図を使って，自分だけの都道府県
と ど う ふ け ん

クイズを作

ってみよう。 

※ 47 都道府県名を全部覚
おぼ

えることができるように，

何度もくり返
か え

し声に出したり書いたりしてみよう。 

※ 学習したことは，できるだけ

その日のうちにノートに整理し

て，用語
よ う ご

などを覚えるように

工夫
く ふ う

しよう。 

八方位の問題をつくろう。（例）○○小学校の北東の方向にある大きな建物は，（   ）です。 

－６－ 

 



算 数 
ステップ１ 

① これまでの学習でまちがえた問題
も ん だ い

をもう一度とこう。 

② 教科書の練習
れ ん し ゅ う

問題をしよう。 

③ 計算をくり返しとこう。（計算ドリルなど） 

④ 算数の用語
よ う ご

を覚
お ぼ

えよう。（算数の大切な言葉を書いたり声に出したり 

して覚えよう。） 

⑤ 三角定
じ ょ う

ぎ・コンパスを使って，習った図形
ず け い

やも様
よ う

をかこう。 

ステップ２ 

① じゅ業で習ったことを使って問題を作ろう。 

② 身の回りから算数に関係
か ん け い

するものを見つけて調べよう。（物の長さ・場所 

の広さ・時間の長さ，じゅ業で習った図形やも様
よ う

） 

※ 二
に

等辺
と う へ ん

三角形
さ ん か っ け い

・正三角形
せ い さ ん か っ け い

・平行
へ い こ う

四辺形
し へ ん け い

・いろいろなも様
よ う

  

ノートの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ くり上がりやくり下がりなどのある計算

のあとは，そのまま消さずに残しておこう。 

○ ひっ算は，位
くらい

をそろえ，小
しょう

数点
す う て ん

もわすれな

いようにしっかりと書こう。 

○ 答えだけではなく，と中
ちゅう

の計算も書こう。 

○ 学習したことを後で何度もふり返
か え

ることができるように，ノートはきれいにまと

めるようにしよう。分からなかったことは，先生にしつ問したり，インターネットや

本などで調
し ら

べたりしてみよう。 

－７－ 

 

※ 今日学習したことを，その日のうちに自主学

習のノートにもまとめてみよう。算数の用語や

学習の中で大切なところは，朱
しゅ

書き（赤色で書

く）にしたり線を引いたりしよう。また，自分

で学習のまとめまでしてみよう。 



理 科 
ステップ１ 

① 勉強したところの教科書を読もう。 

② 教科書の「まとめ」を自主学習ノートに写そう。 

③ 教科書にのっているこん虫
ち ゅ う

や植物を，家の回
ま わ

りでもさがしたり調べたりしてみよう。 

④ じゅ業で学んだことを利用して，おもちゃを作ってみよう。 （ゴム・風・じ石
し ゃ く

・電気の

せいしつを使ったおもちゃ） 

ステップ２ 

【学校の実けんの続きを行う例】 

○ ゴムの車の動くきょり 

○ 鏡
かがみ

ではね返した光を重ねた場所の温度 

○ 金ぞくの実
じ っ

けん（電気を通すか？・じ石
しゃく

につくか？） 

【その他の例】 

○ 形が変わると物の重さは変わるのかどうかを調べよう。 

○ 自分の家の近くにいるこん虫を調べよう。 

○ 自分がきょう味
み

をもったことを，夏休みの自由
じ ゆ う

研究
け ん き ゅ う

でも調べてみよう。 

ノートの例 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 必要
ひつよう

な場合は，図も使ってまとめよう。 

〇 「たしかめよう」で，単元
た ん げ ん

のまとめとふり

返
かえ

りをしよう。 

 

○ 理科の用語
よ う ご

は，朱
しゅ

書き（赤で書く）にした

り線を引いたりするなどして，後から復習
ふくしゅう

を

することができるようにしておこう。 

○ 必要な場合は，図も使って学習のまとめを

しよう。 

○ 理科の学習で必要
ひ つ よ う

な用具
よ う ぐ

（温度計
お ん ど け い

，方位
ほ う い

じしんなど）の使い方を覚
お ぼ

えよう！ 

 
－８－ 

 



 

 

国 語 
ステップ１ 

① 音読…今，勉強しているところを読もう。 

② 文字…習った漢字や熟語
じ ゅ く ご

をノートに書こう。 

③ 視
し

写
し ゃ

…教科書の文や詩，物語などをノートに書き写そう。 

④ 読書…いろいろな種類の本を読もう。 

ステップ２ 

① 暗唱…短歌
た ん か

・俳句
は い く

・ことわざ・故事
こ じ

成語
せ い ご

などを覚えよう。 

② 文字…習った漢字の意味を調べ，熟語を使って短文を作ろう。 

③ 日記・作文…自分でテーマを決めて書こう。（ニュースや身の回りの事柄
こ と が ら

な 

ど） 

④ 読書…読み終わったら，感想を書いたり話したりしよう。 

ノートの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校５・６年生の学習 

○ 漢字の読みは，音訓の区別がしっかりでき

るようにしよう。 

○ 新出漢字ごとに調べた言葉や短文をまと

めよう。 

○ 「日記」「短文作り」「視写」などを書き終わったら，語句や文章の表 

現にまちがいはないか，もう一度読み返してみよう。 

○ 世の中の出来事や身の回りの事がらについ

て，自分の考えや意見を書いてみよう。 

○ 日記や夏休み作文の題材
だ い ざ い

にして，自分の考え

や思いを積極的
せっきょくてき

に書いてみよう。 

○ 今日授業で習ったことを，その

日のうちにノートにまとめながら

ふり返ってみよう。 

【学習の例】 

※ ことわざ・故事成語・慣用句 

※ 敬語 ※ 和語・漢語・外来語 

※ 複合語 ※ 短歌・俳句 

※ 仮名の由来 ※ 二十四
に じ ゅ う よ ん

節気
せ つ き

  

など 
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社 会 
ステップ１ 

① 教科書や資料集
し り ょ う し ゅ う

を読もう。［３回以上］ 

② 大事な言葉に線を引き，大事な図を線で囲もう。 

③ 大事な言葉や図・グラフをノートに書き写そう。 

④ 授業で学んだことを，もう一度自分なりに整理してノートにまとめよう。 

ステップ２ 

① 興味
き ょ う み

をもった新聞記事
き じ

を集めてみよう。 

② 家の人といっしょに体験してみよう。（実際に自分で確かめてみよう。） 

③ テーマを決めて，調べたことをまとめよう。 

※ 夏休みは社会科の自由
じ ゆ う

研究
け ん き ゅ う

にちょうせんしてみよう。 

ノートの例 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ１】 

５年生…都道府県名とその位置，六大陸三大洋，日本を中心とした周辺の国々 

６年生…教科書に出てくる歴史人物 42名 

（人物名，行ったこと，活やくした時代など） 

【ステップ２】 

５年生…日本地図［地勢図，分布図など］，国土の広がり，地形の特色，気候の特色［雨温図］，米の

生産量・消費量［グラフ］，食糧自給率，漁業別生産量［グラフ］，工業地帯と工業地域，輸出

入の割合変化［グラフ］ 

６年生…各時代の様子［イラスト］，歴史人物と年表，政治のしくみ，世界の中の日本 など  

○ テレビや新聞などで話題になっている社会科の学習に関係するニュースについ

ては，図書館の本やインターネットなどでくわしく調べてみよう。 

。 

○ 地図・グラフ・表・絵などを用いて，学習したことをその日のうちに分かりやすく自主学習ノ

ートに整理してみよう。ノートに整理することで，学習した内容が自分のものになります。 

六大陸と三大洋 

○ 地図で場所を確認しながら覚えよう。↓ 

人物の顔 

（絵） 

大切な用語 
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算 数 
ステップ１ 

① これまでの学習で間違
ま ち が

えた問題をもう一度解
と

こう。 

② 教科書の練習問題を解こう。 

③ 計算のしかたを書こう。（計算ドリルの問題をくり返し解こう。） 

④ 算数の用語を覚えよう。 

⑤ 三角定規
じ ょ う ぎ

・コンパスを使って，作図をしよう。 

※ 二等辺三角形・正三角形・平行四辺形・円・台形
だ い け い

・ひし形 

ステップ２ 

① 授業で習ったことを使って問題を作ろう。 

② 身の回りから算数に関係するものや場所，用語などを見つけて調べよう。（物の長

さや場所の広さなどについて）  

ノートの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

○ 学習したことを後で何度もふり返ることができるように，ノートはきれいにまと

めておこう。分からなかったことは，納得
な っ と く

がいくまで学校で先生に質問したり，自

分でできるまで挑戦
ちょうせん

したりしてみよう。 

○ 図や表で考えよう。 

○ 学習のまとめもしっか

りしよう。 

○ どうしてその式になる

のか，その理由も考えな

がら立式をしよう。 

 

〇 考え方を書い

ておこう。 

※ いろいろなやり方でも

解いてみよう。 
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※ 今日学習したことを，その日のう

ちに自主学習のノートにもまとめ

てみよう。算数の用語や学習をする

中で大切なところは，朱
しゅ

書き（赤で

書く）にしたり，線を引いたりしよ

う。（用語は，意味を理解しながら覚

えよう。） 



理 科 
ステップ１ 

① 教科書に出てくる太字の大切な用語を覚
お ぼ

えよう。 

② 観察や実験のしかた，器具や薬品
や く ひ ん

の名前，注意することなどを覚えよう。 

③ 教科書の図などを，自主学習ノートに写し，説明も付け加えておこう。 

④ 教科書の「まとめ」を自主学習ノートに視写
し し ゃ

しよう。 

⑤ 教科書の「たしかめよう」や「学びをつなごう」を，もう一度解いてみよう。 

ステップ２ 

① 理科の内容に関わる本や雑誌
ざ っ し

を読んでみよう。 

② 授業で疑問
ぎ も ん

に思ったことを，図鑑
ず か ん

やインターネットを利用して調べよう。 

③ 学習したことが，生活の中のどこで生かされているか見つけよう。 

④ 実物
じ つ ぶ つ

を見たり，生活の中で使われている物を探したりしよう。 

※ 自分が興味
き ょ う み

をもったことを，夏休みの自由
じ ゆ う

研究
け ん き ゅ う

でも調べてみよう。 

ノートの例 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 学習した内容と身の回りにある理科と

のつながりについていろいろ調べよう。 

○ 理科の器具や薬

品の使い方につい

ては，大事なとこ

ろをしっかりと覚

えておこう。 

○ 身近な生活の中

にある理科を探し

てみよう。 

 

○ 文章だけではな

く，図や表も入れ

ながらまとめてみ

よう。 

 

○ 「たしかめよう」

で，単元のまとめと

ふり返りをしよう。 
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外国語 
ステップ１ 

① 学習したことを思い出しながら，単語
た ん ご

や短文
た ん ぶ ん

などを発音しよう。 

② 正しくアルファベットを覚えよう。 

③ 学習した単語や短文の読み方を復習
ふ く し ゅ う

して，その意味を理解しよう。  

ステップ２ 

① 教科書のコンテンツを活用して，発音や会話の練習をしよう。 

② 教科書の「Let’s Read and Write」「Word List」の内容を何回も読んだり，書いたり

して覚えよう。 

③ 教科書をつかって，自分だけのオリジナル学習ノートを作ろう。 

ノートの例 

 
 

 

 

 

 

 

〇 学習した外国語を読めるようにがんばりましょう。忘れ

た単語や文は先生に聞いたり，デジタルコンテンツなどで

調べたりしましょう。 

○ 「書く」ことでは，アルファベットを正しく書けるよう

に練習をしましょう。大文字
お お も じ

と小文字
こ も じ

を覚えましょう。 

〇 単語や簡単な文も書けるようにしましょう。 

 

 

 

○ 「聞く」「読む」「話す」

「書く」をバランスよく学

習できるように工夫しよ

う。 
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国 語 
ステップ１ 

① 教科書を繰り返し音読しよう。    

② 教科書下段「脚注
き ゃ く ち ゅ う

」の語句をノートに整理しよう。 

○ 辞書を使って意味を調べよう。     ○ 似た意味の語句（類義語）を書こう。 

○ 反対の意味の語句（対義語）を書こう。○ 短文を作ろう。 

③ 新出漢字一覧（教科書巻末）の漢字をノートに整理しよう。 

ステップ２ 

① 語句に関する学習は，ステップ１を参考に取り組もう。 

② 各教材の末尾にある課題をノートにやってみよう。 
【予習】 

○ 「学びの道しるべ」の課題について自分の考えをまとめよう。 

【復習】 

○ 「学びを広げる」「学びを振り返る」の課題について自分の考えをまとめよう。 

○ 「学びを広げる」の問題に取り組み，先生に見てもらいましょう。 

○ 教科書巻末の「資料編」を読んで，学習したことをノートにまとめてみよう。 

ノートの例 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校１・２・３年生の学習 

○ 教科書下段の「脚注」を活用し，出てきた語句を分か

りやすく自学ノートにまとめよう。 

○ 「学びの道しるべ」を参考にして，予習と復習に取り組ん

でみよう。 

○ 教科書巻末の参考資料の中には，学習に役立つ内容がたく

さん載
の

っています。家庭学習の中でも積極的に活用してみて

ください。 

○ これ以外に，「四字熟語」・「慣用句」・「ことわざ」・

「故事
こ じ

成語
せ い ご

」・「文法」等の学習もやってみよう。 
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社 会 
ステップ１ 

① 教科書の太字で表した「重要語句」や学習した「用語」を覚えよう。 

② 「重要語句」や「用語」の意味や内容をまとめよう。 

【ノートづくりの手順】 

○ 「重要語句」や授業で学習した「用語」をノートに書き写そう。 

○ 「重要語句」や「用語」の意味や説明が書かれている部分を教科書から探し，線を引こう。 

○ 線を引いた部分を，ノートに「できるだけ短い文」で書き写そう。 

ステップ２ 

① 教科書の太字で表した「重要語句」や学習した「用語」を関連つけて理解しよう。 

② 興味をもったことを，資料集やインターネットなどで進んで調べてみよう。 

【ノートづくりの手順】 

○ 「重要語句」や授業で学習した「用語」を「表」や「図」にまとめよう。 

○ 資料集やインターネットなどで調べたことも書き加えると，さらに詳しい内容のノートになります。 

○ ノートに書いたことを，もう一度きれいに書き直してみよう。 

ノートの例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○ まとめた学習をベースに，自分だけの一問一答形式の問題を作ってみよう。 

○ テレビやラジオ，新聞に出ている話題にも関心をもとう。 

 

○ 教科書巻末には，社会科の用語集・歴史年

表，その他社会科の単元全体の学習内容に

関連するいろいろな資料や写真等も載って

います。分からない言葉が出てきたら，その

都度自分で調べるようにしよう。地理・公民（用

語解説）・歴史（歴史年表他） 
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※ 今日学んだことを，自主学習ノートにも

再度整理しながらまとめてみよう。 



数 学 
ステップ１ 

① 今日の授業を振り返ろう。  

② 授業の例題を自分の力で解こう。 

③ 自分の力を確かめるために，よく似た問題に挑戦しよう。 

ステップ２ 

① 授業のポイントを，もう一度ノートにまとめ直そう。 

② 発展問題に挑戦しよう。 

③ 次の学習に興味をもち，予習をしよう。 

ノートの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 数学的用語は，自分でもしっかりと説明すること

ができるように考えながらまとめてみよう。 

○ 家庭学習の中でわからなかったことは， 

学校で先生に分かるまで質問したり，教科

書などで調べたりしてみよう。 

○ 理解をより深めるために，教科書の例題や発展

（応用）問題に取り組んでみよう。 

○ テストで解いた問題のやりなおしにも取り組ん

でみよう。 
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理 科 
ステップ１ 

① 教科書を参考に理科ノートを見直し，学習したことを整理しよう。 

② 観察・実験の方法をねらいと関連つけて理解しよう。 

③ 教科書の太字（重要語句）とその意味をしっかり覚えよう。 

④ 観察・実験の器具や薬品名，注意事項なども覚えよう。 

⑤ 教科書の練習問題をくり返し解こう。 

ステップ２ 

① 学習した内容が，生活の中で活用されているところを探してみよう。 

② 教科書の大切な図なども入れて，説明を書き加えよう。 

③ 間違えた問題については，理由やポイントを書きながら理解を深めよう。 

④ 問題を解いた後，関連する内容も調べてみよう。 

⑤ 学習内容に関連した疑問点について調べてみよう。学習内容と関連つけて考えて

みよう。 

ノートの例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  単元末の

「確かめと

応用」を活用

して学習内

容の定着を

図ろう。 

 

○ 「学んだこ

とをチェック

しよう」を活

用して，学習

したことを振

り返ろう。 

○ 日常生活の中から，理科の学習に関係するものをいろいろ探してみよう。 

○ 理科に関する最新のニュースにも興味・関心をもとう。 
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※ 今日学んだ

ことを，自主学

習ノートにも

再度整理しな

がらまとめて

みよう。 



英 語 
ステップ１ 

１  ステップ１では，教科書をしっかり音読することから始めます。音読は非常に効果

があります。「読むことができる」→「書くことができる」へと力をつけていこう。 

① 繰り返し音読しよう。 

② 書く練習を繰り返して，粘
ね ば

り強く少しずつ覚えよう。 

③ 練習問題に取り組み，丁寧に答え合わせをして実力をつけよう。 

ステップ２ 

２  ステップ２では，ステップ１で身に付けた語句や基本文をもとに，自分でオリジナル

問題を解けるようにしよう。 

① 発音やイントネーションを意識して，暗唱できるまで音読しよう。 

② 単語や文をテスト形式でチェックしよう。 

③ 自分だけのオリジナル学習ノートを作ろう。 

ノートの例 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ まとめた学習を基にして作った自分だけのオリジナル

ノートで復習をしてみよう。 

○ テレビやラジオ，インターネットや教科書のデジタル

コンテンツなど生の英語にも積極的にふれてみよう。 

 

○ 新出単語は，発音や意味だけではなく，関連

する単語も一緒に覚えよう。 
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※ 今日学習した内容は，自主学習でその日のうちに振り返

り，学んだことを分かりやすく整理しておこう。 

○ 学習したことに関係する練習問題にも積極的にチャレン

ジしよう。 



４ その他にも家庭で取り組んでほしいこと 

★ 小学校
し ょ う が っ こ う

１・２年生
ね ん せ い

 

① 生
せい

かつかの学
がく

しゅうをふりかえり，家
い え

で自分
じ ぶ ん

ができるしごとにチャレンジし

てみよう。 

② なわとびや鉄
て つ

ぼうなど，体力
た い り ょ く

つくりにチャレンジしよう。 

③ けんばんハーモニカのれんしゅうをしよう。 

④ 動
ど う

物
ぶ つ

やしょく物
ぶ つ

のかんさつをしてみよう。 

⑤ きょうみのある本
ほ ん

やすきな本をたくさん読もう。 

⑥ 地
ち

いきぎょうじにさんかして，地いきの人とのかかわりを深
ふ か

めよう。 

★ 小学校３・４年生 

① 社会や理科で勉強する地
ち

いき社会の文化や産業
さんぎょう

，自然にふれる体験
た い け ん

をしよ 

う。 

② 音楽のリコーダーで習
な ら

った曲
きょく

の練習
れ ん し ゅ う

をしよう。 

③ なわとびや鉄
て つ

ぼうなど，体力つくりにチャレンジしよう。 

④ きょうみのある本や好きな本をたくさん読もう。 

⑤ 地いき行事
ぎ ょ う じ

に参加して，地いきの人との関
か か

わりを深めよう。 

★ 小学校５・６年生 

① 社会や理科で勉強する地域社会の文化や産業
さ ん ぎ ょ う

，自然にふれる体験をしよう。 

② 音楽のリコーダーで習った曲の練習をしよう。 

③ なわとびや鉄ぼうなど，体力つくりにチャレンジしよう。 

④ 興味
き ょ う み

のある本や好きな本をたくさん読もう。 

⑤ 地域の行事やボランティア活動に参加して，地域の人との関わりを深めよ 

う。 

★ 中学校１・２・３年生 

① 社会や理科で勉強する地域社会の文化や産業，自然に触れる体験をしよう。 

② いろいろな曲を聴き，好きな音楽の幅を広げよう。 

③ 美術館・展覧会に出かけ，アートに触れよう。 

④ 自分や人の命を大切にし，体力つくりをして健康でたくましい体をつくろ 

う。 

⑤ 食生活に関心をもち，健康によい食習慣を身につけよう。 

⑥ 興味のある本や話題になっている本，好きな本をたくさん読もう。 

⑦ 地域の行事やボランティア活動に参加して，地域の人との関わりを深めよ 

う。 

 

 ○ 社会
しゃかい

に出
で

たときの「生
い

きる力
ちから

」を家庭
か て い

や地域
ち い き

で育
はぐく

もう。  
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５ 中学生の皆さんへ 

【１日の生活スケジュール】 

  部活や習い事など，１日の大半を学校で過ごす中学生にとって，家に帰ってからの時間の

使い方は大変重要です。自分に合った生活の仕方を考え，工夫していきましょう。 

 ※ 家庭での過ごし方の例 

  ＜パターン①：夜型＞ 

  18:00  19:00  20:00    21:00  22:00   23:00   0:00   1:00  2:00 

 

 
 

  ＜パターン②：朝型＞ 

  18:00  19:00  20:00  21:00   ～～～      4:00   5:00   6:00  7:00 

 

 

 

 

【１日の生活時間の中での学習時間をどう生み出していくか？】 

 「１日 24時間」は一人一人に平等に与えられた時間になります。学校で送る生活は，時間割表

に基づいて規則正しく進んでいきますが，家庭で過ごす時間は，ある意味「自分の考え方次第で自

由に過ごすことができる時間」にもなります。だからこそ，与えられた貴重な時間を毎日有効に使

っていくことがとても大切です。家庭での自分の過ごし方をしっかりと見つめ直し，自分に合っ

た家庭学習の仕方を習慣化させていきましょう。 

 

【中学生の保護者の皆さまへ】 

○ 中学生は，義務教育の集大成となる大切な時期です。中学３年間で，進路の決定はもちろんの

こと，子供に応じた学習スタイルの確立が必要になります。小学生の時のように，常に寄り添う

だけではなく，自立させるために，一人でがんばらせる部分と，傍にいて頑張りを認める部分を

それぞれ取り入れながら，お子さんの意欲を高めてあげてください。 

○ 将来の夢やなりたい職業について興味・関心が高まる時期です。家庭でも，将来のことや進路

のことなど，お子さんと話し合ってみてください。 

帰宅 夕食・自由 家庭学習時間 就寝

帰宅 夕食・自由 就寝～ ～就寝 家庭学習時間
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授業と家庭学習で確かな学力を身につけさせましょう！！ 

枕崎市内の小・中学校では，子供たちの学力の向上をめざして，授業の改善・充実に取り組ん

でいます。学校で学んだことをしっかりと身につけるために，家庭学習は欠かせません。 

 「まくらざき家庭教育手帳 家庭学習ガイドブック」は，家庭学習の道標となるように作成し

ました。毎日少しずつでも家庭学習をすることが，生涯にわたって自ら学び，豊かで幸せな未来

をひらくことにもつながります。 

家庭学習が習慣化して自主的に取り組むことができるよう，ご家庭におかれましては，以下の

点をご理解いただき，「まくらざき家庭教育手帳 家庭学習ガイドブック」を活用していただけ

れば幸いです。 

(1) 家庭学習の道標 

(2) 家庭での学習習慣の定着 

 子供たちは放課後，そして帰宅後もいろいろな活動を行っていて，なかなか忙しい生活を送

っています。その中で，毎日決められた時間に家庭学習を行うことは大変ですが，家庭学習を

習慣化することはとても重要なことです。家庭学習の継続こそ，現在と将来の学力の基礎を固

め，発展させていくために大いに役立つものです。 

枕崎市では，これまで長年「家庭学習 40・60・90・120運動」に取り組んできましたが，学習

時間だけでなく，学習の内容等を重視する家庭学習「マイゴールチャレンジ」の推進を県が掲

げたこともあり，本市でもその方向で進めていきます。しかし，学年ごとにある程度の家庭学

習時間を確保することは大切ですので下記時間を参考にしてください。 

(3) 自主的な家庭学習 

 小・中学校では，学校から宿題が出されたり，自主学習のノートの提出が求められたりしま

すが，高校では，自分に必要な学習を自ら探して取り組むことが求められます。高校生になっ

たときに予習・授業・復習のサイクルで自ら学習に取り組むことができるように，自主的な学

習を習慣化しておく必要があります。もちろん発達の段階はありますが，家庭学習の目標や内

容，進め方等を自分で決めて，目標達成をめざすこと，学校と家庭にとっては，児童生徒のチ

ャレンジを促し，支援することが家庭学習「マイゴールチャレンジ」です。与えられた宿題に

取り組むことから始めて，徐々に自主的な学習を増やしていきましょう。９年間かけて，子供

たちが自主的に学習に取り組む力を身に付けられるよう，学校と家庭で支援していきましょう。 

 

 

 「自主学習ってどんなことをすればいいの？」と迷ったことはありませんか。この手帳は，教

科ごとに，自主学習のヒントを紹介しています。ステップ１はその教科を苦手としている人，

ステップ２はその教科を得意としている人に向けた内容になっています。これらを参考に学習

に取り組ませてみましょう。そして，時々，学習方法が自分に合っているか先生に見てもらう

などして，子供たちに合った自主学習ができるようにしてください。 

６ 保護者の皆さまへ（家庭学習ガイドブックとは？） 
 

※ 1日の家庭での学習時間のめやす 

● １・２年生 → 30～40分程度   ● ３・４年生 → 40～60 分程度 

● ５・６年生 → 60～90分程度  ● 中 学 生 → 90～120 分程度 
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※保護者の皆さまへ（計画的な家庭学習を行うためには） 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

◎ 家庭学習のＰＤＣＡサイクルを確立させましょう。小学校低学年であっても，家庭でしっ

かり支えてあげることで取り組むことができます。子供の発達段階に応じながら，各自実践

させていきましょう。 
 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

計画 

Plan 

実践 

Do 

確認 

Check 

実践 

Action 

①１週間の授業や部活動

などの予定を考え，家庭

学習の計画を立てる。 

③金曜日に，１週

間の家庭学習の取

組を振り返る。 

④週末は，今週

足りなかった学

習やいつもと違

う学習を行う。 

① 家庭学習のＰＤＣＡサイクルを確立させましょう！ 

② 「内容」と「量」を考え，目標の家庭学習時間を確保しましょう！ 

＋ ＋ ＝   

家庭学習の時間を確保できるようにしましょう。 

 ◎ 子供たちは，スポーツ少年団や部活動，習い事などがあり，それぞれ生活スタイルが異な 

ります。ある程度の学習時間を確保するためにも，自分のその日の予定等を考えながら計画 

を立てることで，自主的に家庭学習に取り組みやすくなります。 

１週間の見通しを持たせましょう。 

 ◎ 学校行事や週末の予定なども考えて，１週間の計画を立てさせましょう。特に，中学生 

は定期テスト前など，テスト範囲や１日当たりの分量などを考えて計画を立てることで， 

効果的な家庭学習になっていきます。 

◎ 家庭学習に毎日取り組む習慣を身に付けさせるためには，家庭学習の内容と量を考える必

要があります。また，授業の復習だけではなく，学期や学年を超えた復習を意図的に取り組

んでいくことで，知識の確実な定着にもつながっていきます。家庭学習にかかる時間は，児

童・生徒によって大きく異なるので，実態に応じて方法を工夫していきましょう。 

②計画通りに実

践する。 

③ １日の計画を立てさせましょう！ 

④ １週間の計画を立てさせましょう！ 
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☆ 保護者の皆さまへ 家庭学習の充実に向けて① 

１ 家庭学習で「学びに向かう力」を育てましょう！ 

小・中学校での学習は，子供たちが将来社会人として自立するための基礎となる「学びに向か

う力」を育てます。「学びに向かう力」とは，「もっと調べてみたい」「もし…だと，これから

はどうなるのだろう」などと，自分の中に生じた疑問を基にしながら，これまで学んできた知識

を生かし，見通しをもって考える力のことです。この力は，学校の授業の中はもちろんのこと，

家庭学習においても同時に育んでいかなければならないものになります。そのようなことから，

本市でも県教委の家庭学習「マイゴールチャレンジ」の積極的推進を図っていきます。 

これから，予測困難な時代が待ち構えています。人生の中で，どんなに困難なことがあっても

決してくじけることなく，何事にも積極的にチャレンジしようとする人材の育成が望まれてい

ます。毎日の家庭学習の習慣を身に付けさせることで，子供の主体性や自律性を伸ばし，目標を

もって人生を心豊かに生きる力につなげていき，子供たち自身の将来への大きな財産となるよ

うにしていくことが強く求められています。 

枕崎市の子供たちの家庭学習が，今後さらに充実していくために，この冊子が積極的に活用さ

れることを願っています。 

※ 家庭教育手帳を活用する場として → 家庭教育学級，全校ＰＴＡ，学級ＰＴＡ，何よりも 

 各家庭で活用を！（枕崎市ホームページにも，家庭教育手帳のデータをアップしています。） 

 

２ 家庭を「学び」の環境に！ 

子供が進んで学ぼうとする力は，「安心できる家庭」「安定した生活リズム」「毎日の学習の

積み重ね」の中で身に付いていきます。また，子供は，家族に認められ励まされることを多く経

験する中で，充足感や安心感を得ることができます。子供たちが日々努力を続けていく中で，自

分にもっと自信をもつことができるように，学校と家庭がお互いに協力し合い，子供の「学びに

向かう力」を育てていく必要があります。 

＊ 家庭（保護者）と学校（教師）が，家庭学習の習慣化を目指して互いに協力し合うこと 

 で，子供のやる気を促し，「学びに向かう力」を育みます。 

＊ 子供の家庭学習が充実するように，学びの環境を整え，家族の温かいふれあいを増やし 

ていきましょう。 

（そのために）「家庭や学校が心がけること」 

【家庭の役目】 

☆  生活リズムを整え，決まった場所と時間で,学習に集中できる環境を整える。 

☆  がんばりを認め，励ましと家族間の対話のある温かいふれあいの場をつくる。 

【学校の役目】 

☆  基礎学力を付け，学び方を教え，主体性を育てる学習指導の推進を図る。 

☆  子供のよさを生かした家庭学習の提案を図る。 
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☆ 保護者の皆さまへ 家庭学習の充実に向けて② 

３ 家庭学習って何？ 

家庭学習では，宿題だけでなく自主学習にも取り組みます。 

◎ 宿題   →   学校から出される必ずしなければならない課題です。主に「読む」「書

く」｢計算」などの基礎学力を身に付けることをめざします。 

◎ 自主学習 →   自分で課題を見つけ，それを基にして自分自身で進めていく学習で

す。自分自身で物事を追求することをとおして，思考力や表現力など，

将来社会人として必要な力が身に付くことをめざします。 

<家庭学習で取り組む自主学習の進め方の例>  

国語       → 漢字や言葉の意味調べ・視写・日記・音読 

算数・数学    → 計算練習・公式を覚える・問題作り 

社会・理科・総合  → 用語など授業で学習したことをまとめる 

家庭・体育・図工 → 学習したことを家庭でも実際に試す 

英語       → アルファベット・単語・基本文型を声に出しながら書いて覚える音 

読・基本文型を使った作文や会話文作り 

※  その他     

 

 

 

４ 家庭学習で身に付く力って？ 

基礎学力が確実に身に付くだけでなく，自分で学習する時間をつくり出そうとする態度が

「考える力」や「表現する力」，そして，見えない学力（「意欲」「自分をコントロールする

力」「生活リズムを整える力」「自己決定力」「集中力」「課題発見力」「課題解決力」「豊

かな自尊感情」）となって，自分自身を高めていきます。これらの力は，毎日こつこつと努力

する繰り返しの中で自然に身に付いていきます。そして，この力は社会人となったときに力強

く生きていくために必要な力にもなっていきます。 

 

５ 家庭学習の内容の確認を！ 

この家庭教育手帳に，発達の段階に応じた家庭学習の参考例を載せています。それを基に学

習を進めていくことが大切です。また，子供が学習に取り組んだ内容については，家庭でも目

を通していただけるとありがたいです。子供たちは，家族や教師のアドバイスを励みにして，

次の学習にも意欲的に取り組むようになります。誤字，脱字はないか，内容がいつも同じよう

なものに偏っていないか，丁寧に文字など書いているかなどを確認していただき，よいところ

は褒めて，よくないところはアドバイスをするなど，周りが「しっかり見ている」ことを子供

たちがわかるようによろしくお願いします。 

● 市販のドリルや問題集の問題を解く。 ● テストのやり直しをする。 → 【全ての教科】 

● 一人一台のタブレット端末を活用して，ＡＩドリル等に取り組む。（ＩＣＴ機器の活用） 

● テレビの教育番組や英語番組などを視聴する。 ●あまり読まないジャンルの読書をする。 
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☆ 保護者の皆さまへ 家庭学習の充実に向けて③ 

６ 枕崎市内の小・中学生の学習の様子について！（令和６年度と令和７年度の調査結果より） 

  令和６年度と令和７年度に，枕崎市の全小・中学校の児童生徒を対象に行った家庭での過ご

し方に関するアンケートの調査結果です。 

(1) 自主学習に取り組んでいる割合 

令和６年 ７月 小１・２年（２２）％ 小３・４年（２５）％ 小５・６年（２０）％ 中全学年（４６）％ 

令和６年１２月 小１・２年（２１）％ 小３・４年（２７）％ 小５・６年（２９）％ 中全学年（５８）％ 

令和７年 ７月 小１・２年（２８）％ 小３・４年（２９）％ 小５・６年（２４）％ 中全学年（５１）％ 

令和７年１２月 小１・２年（１７）％ 小３・４年（２４）％ 小５・６年（２５）％ 中全学年（５１）％ 

 ○ 小学生の半分以上は，学校から与えられた宿題のみで家庭学習が終わっている実態があ

ります。宿題だけで家庭学習が終わることのないように，学校の授業で取り組んだ学習プリ

ントやテストのやり直し，授業内容の予習や復習等にも積極的に取り組ませてください。 

また，「まくらざき家庭教育手帳」や各学校でも紹介されている「学びの手引き」なども参

考にしながら，積極的に自主学習に取り組むことができるようにしてください。 

(2)  自分から「メディアコントロール」に取り組んでいる割合 

令和６年 ７月 小１・２年（４９）％ 小３・４年（５２）％ 小５・６年（４１）％ 中全学年（３２）％ 

令和６年１２月 小１・２年（５３）％ 小３・４年（５４）％ 小５・６年（４２）％ 中全学年（３７）％ 

令和７年 ７月 小１・２年（４３）％ 小３・４年（４６）％ 小５・６年（４０）％ 中全学年（２８）％ 

令和７年１２月 小１・２年（３９）％ 小３・４年（５２）％ 小５・６年（４０）％ 中全学年（２６）％ 

○ 市では，各学校や校外生活指導連絡会や市ＰＴＡ連絡協議会と連携しながら「メディア機

器午後９時 off」を推進しています。各家庭において，メディア機器を使用する際のルール

が決められているでしょうか。時間を守ってメディア機器を使用することを小・中学生時代

から確実に定着させていきたいものですが，年々，進んで取り組んでいる児童生徒の割合が

減少しています。再度，メディアコントロールの重要性について自覚させていく必要性があ

ります。 

(3) 家庭で読書（家読）をしていない割合 

令和６年 ７月 小１・２年（５１）％ 小３・４年（５９）％ 小５・６年（５３）％ 中全学年（６６）％ 

令和６年１２月 小１・２年（５４）％ 小３・４年（６０）％ 小５・６年（５５）％ 中全学年（６７）％ 

令和７年 ７月 小１・２年（４７）％ 小３・４年（６０）％ 小５・６年（６３）％ 中全学年（７２）％ 

令和７年１２月 小１・２年（５０）％ 小３・４年（５５）％ 小５・６年（６０）％ 中全学年（７６）％ 

〇 小学生でも半分以上の子供が家庭で読書を全く行っていない状況が見られます。スマホ等

のメディアの利用時間は年々増えていますが，読書の時間は年々減っています。メディアを

使用する時間の 10分間だけでも（できれば 20分間）読書をする時間に変えることで，読書

習慣が身に付いたり，読解力の向上につながったりするかもしれません。 

 

 

 

 

※ ゲームや動画に夢中になり，家庭で決められた時間をオーバーしてはいませんか。 

※ 「メディア機器」に触れる時間を，セルフコントールできるようにしていきましょう。 
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 読書は，言葉を学び，感性を磨き，表現力を高め，創造力を豊かにします。また，人生を豊か

なものにし，より深く生きる力を身に付けていく上で欠くことができないものです。 

 ＜子供の発達段階に応じた読書活動＞ 

乳幼児 家族と一緒に 20 分 
 読み聞かせなど，家族の協力が必要です。家族一

緒に読書の習慣をつくりましょう。 

小学生 朝読み夕読み 20 分 
 言葉や文章の意味を考えながら音読することが大

切です。朝や夕方の音読を続けましょう。 

中学生 ジャンルを広げて 20分 

 読書の幅を広げることが大切です。文学・科学・

歴史・郷土など，さまざまなジャンルの本に幅を広

げて読んでみましょう。 

高校生 自分を見つめる 20分 

 自分自身の生き方を見つめるためにも読書が大切

です。いつも身近に本を置き，１日20分の読書に心

掛けましょう。 

 

目標を決めて「1日 20分読書」に取り組みましょう！ 

例：「日曜日の夕食後は，家族みんなで必ず読書をする」「家に帰ったらまず読書をする」「い

ろいろなジャンルの本を読む」など 

 ＜我が家の目標＞ 

 

 

【読書のお悩みＱ&Ａ】 

Ｑ： 家庭で読書の習慣を身に付けるにはどうすればいいでしょうか。 

 Ａ： 「テレビ・スマホの前にまず読書が先」というルールをつくる，｢本が目に入る環境を

つくる｣，｢市立図書館に行ってみる」などできることから始めてみましょう。 

     くりかえしになりますが，メディアを使用する時間を少しだけでも読書の時間に変え

ることができれば生活習慣や学力が劇的に向上するかもしれません。 

● 本に親しもう ～いつも身近に一冊の本を～ 

｢1日 20 分読書｣に取り組もう！ 
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《枕崎市立図書館の紹介》 

 枕崎市では，本を身近に感じられる環境づくりをめざしています。本館だけでなく，市内

８か所（金山・桜山・立神・枕崎・別府の各地区公民館，健康センター，片平山児童センタ

ー，児童館）に，配本所を設置してあります。予約・リクエスト（返却の連絡・購入希望リ

クエスト・他の図書館から貸出）やレファレンスサービス（調べ物の手伝い）なども行って

います。 

 ■貸出冊数：一人５冊  ■貸出期間：14日間 

 ■開館時間：午前９時 30分から午後６時まで 

 ■休館日：毎週月曜日，（※ただし，この日が休日に当たる時は休日でない次の日） 

毎月第４木曜日，年末年始，特別整理期間（15日以内） 

 ■Tel：0993-72-9254  Fax：0993-76-1350 

  ＜催し物やイベント＞ 

 ① おはなしのへや：幼児・小学生低学年対象，毎月 23日午後３時から絵本の読み聞かせ 

や紙芝居等を実施（23日が休館日の場合は 22日に実施） 

 ② わくワーククラブ：配架，書架整理，館内ディスプレイ作成等の手伝いや体験活動（年

10回程度） 

   対象：小学校４年生から高校生まで 

 ③ ふれあい図書館まつり：「読書講演会」 

 ④ テーマ展示：季節に応じたテーマの本を展示（例：新一年生にすすめる本展，読書感

想文課題図書展，夏休み参考図書展，クリスマス絵本展他） 

 ⑤ 読書感想文コンクール：読書週間に読書感想文を募集 

   文集枕崎に掲載 

○ ４月 23日は「子ども読書の日」 

  「子どもの読書活動の推進に関する法律」で，定められています。 

○ 毎月23日は「子どもといっしょに読書の日」 

  年間を通じて子供と大人が一緒になって本を読む機会を設け，地域全体で読書活動を推進

する気運を高めるために，鹿児島県図書館協会が推進しています。 
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１ いじめの定義
て い ぎ

について 

  何
なに

が「いじめ」というか知
し

っていますか。実
じつ

は「いじめ防止
ぼ う し

対策
たいさく

推進法
すいしんほう

」という法律
ほうりつ

でどう 

 いうことが「いじめ」というか決
き

まっています。少し難
むずか

しいですが，この法律
ほうりつ

に「児童
じ ど う

等
など

に対
たい

して，当該
とうがい

児童
じ ど う

等
とう

が在籍
ざいせき

する学校
がっこう

に在籍
ざいせき

している等当該
とうとうがい

児童
じ ど う

等
とう

と一定
いってい

の人的
じんてき

関係
かんけい

にある

他
た

の児童
じ ど う

等
とう

が 行
おこな

う心理的
しんりてき

又
また

は物理的
ぶつりてき

な影響
えいきょう

を与
あた

える行為
こ う い

（インターネットを通
つう

じて行
おこな

わ

れるものを含
ふく

む。）であって，当該
とうがい

行為
こ う い

の対象
たいしょう

となった児童
じ ど う

等
とう

が心身
しんしん

の苦痛
く つ う

を感
かん

じている

ものをいう」と書
か

かれています。特
とく

に，大切
たいせつ

なのはいじめを受
う

けている人
ひと

がどう感
かん

じている

かということとインターネットなどの間接的
かんせつてき

な行為
こ う い

も「いじめ」といえるということです。 

 

２ いじめの態様
たいよう

 

それでは具体的
ぐたいてき

にどのようなことが「いじめ」といえるのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの行為
こうい

を他人
たにん

に行うことは子供
こども

でも犯罪
はんざい

になります！（暴行
ぼうこう

罪
ざい

，傷 害
しょうがい

罪
ざい

，強 要
きょうよう

罪
ざい

等
とう

） 

 

３ 保護者が気を付けること 

 ・ 子供の小さな変化を見逃さない。（表情，服装・持ち物，言動，言葉遣い等） 

 ・ 特に，見付けにくいネットのいじめに気を付ける。（確認して管理するのは保護者の責務

です。家庭内のルールやペアレンタルコントロールを確実に行いましょう。） 

 ・ 子供がいじめられているまたはいじめている可能性があるときは，どちらでも，まずは受

け入れて，共感し，寄り添う姿勢を大切にしましょう。 

 ・ ＳＯＳを出していい，助けを求めていいとういうことを子供に伝えましょう。 

 ・ 学校や関係機関に迅速に知らせましょう。（早ければ早いほどいいです。） 

※ 「いじめ対策必携」「いじめ対策リーフレット家庭用」（鹿児島県教育委員会作成）参照 

いじめをなくそう！ 

・ 冷
ひ

やかしやからかい，悪口
わるぐち

や脅
おど

し文句
も ん く

，嫌
いや

なことを言
い

われる等
とう

 
・ 仲間

な か ま

はずれ，集団
しゅうだん

による無視
む し

をされる等
とう

 
・ 軽

かる

くぶつかられたり，遊
あそ

ぶふりをして叩
たた

かれたり，蹴
け

られたりする等
とう

 
・ ひどくぶつかられたり叩

たた

かれたり，蹴
け

られたりする等
とう

 
・ 金品

きんぴん

をたかられる等
とう

 
・ 金品

きんぴん

を隠
かく

されたり，盗
ぬす

まれたり，壊
こわ

されたり，捨
す

てられたりする等
とう

 

・ 嫌
いや

なことや恥
は

ずかしいこと，危険
き け ん

なことをされたり，させられたりする等
とう

 
・ パソコンや携帯

けいたい

電話
で ん わ

等
とう

で，誹謗
ひ ぼ う

中 傷
ちゅうしょう

や嫌
いや

なことをされる等
とう
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『もっと知ろう！「子どもの権利条約」』（鹿児島県教育庁人権同和教育課作成資料）より抜粋 
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けがには十分
じゅうぶん

気
き

をつけて，親子
お や こ

で挑戦
ちょうせん

してみましょう。 

親子でできる体力つくり 
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※ 体力向上プログラム（小学校版）（鹿児島県県教育庁体育保健課作成資料）より抜粋 
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１ 仙
せん

が瀬
せ

 

  むかし むかし，白沢
しらさわ

と塩屋
し お や

との間
あいだ

を流
なが

れる永
なが

沢
さわ

川
かわ

の川上
かわかみ

に，まずしいきこりの男
おとこ

と，

そのむすめが住
す

んでいました。 

  むすめの名
な

まえは，「お仙
せん

」といい，親思
おやおも

いで心
こころ

のやさしい，よく

できたむすめでした。 

  お母
かあ

さんは，お仙
せん

がまだ三さいのときに病気
びょうき

でなくなってしまい，そ 

 れからお仙
せん

は，お父
とう

さんと二人
ふ た り

でくらしていました。 

  お父
とう

さんは，お仙
せん

をそだてるために，近
ちか

くの山
やま

に木
き

を切
き

りに行
い

った

り，畑
はたけ

仕事
し ご と

をしたりと，毎日
まいにち

いっしょうけんめいにはたらいていました。 

  そんなお父
とう

さんのすがたを小
ちい

さいころから見
み

てきたお仙
せん

も，毎日
まいにち

まきをひろいに行
い

っては，

小舟
こ ぶ ね

にのってとなりの村
むら

まで売
う

りに行
い

き，お父
とう

さんの大好
だ い す

きなお酒
さけ

や，食
た

べ物
もの

を買
か

ってくる

のでした。 

  お仙
せん

のはたらきもあって，二人
ふ た り

の生活
せいかつ

はずいぶん楽
らく

になりました。 

  しかし，お父さんは，そんなお仙
せん

のはたらきにすっかり甘
あま

えてしまい，近
ちか

ごろは大好
だ い す

きなお

酒
さけ

を片手
か た て

に，なまけてばかりいる日
ひ

が多
おお

くなっていったのです。 

 

  ある日
ひ

のことです。きのうの夜
よる

にふった大雨
おおあめ

で，川
かわ

の流
なが

れの  

いきおいは，はげしくなっていましたが，お仙
せん

は気
き

にせず，い  

つものようにまきと，お父
とう

さんのお酒
さけ

を入れるとっくりを 

小舟
こ ぶ ね

にのせ，川
かわ

を下
くだ

っていきました。 

【枕 崎
まくらざき

について知
し

ろう！①】 
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  しばらく進
すす

んでいくと，とつぜん舟
ふね

が大
おお

きくゆれました。あまりに大
おお

きなゆれだったので，

とっくりが川
かわ

の中
なか

に落
お

ちてしまいました。 

「ああっ！ お父
とう

さんのとっくりが･･･！」 

お仙
せん

はあわててひろい上
あ

げようとしましたが，はげしい

川
かわ

の流
なが

れは，ついに舟
ふね

ごと，お仙
せん

をひとのみにしてしまっ

たのです！ 

 川
かわ

になげだされたお仙
せん

は，川岸
かわぎし

までおよごうとしました。しかし，川
かわ

の流
なが

れのいきおいがはげ

しく，それどころではありません。 

「たすけて，だれか，だれかたすけてー！」 

 必死
ひ っ し

にたすけをよぶお仙
せん

でしたが，あいにく川
かわ

の近
ちか

くには

人影
ひとかげ

すらありませんでした。 

（神
かみ

さま･･･，どうかおたすけください･･･！） 

 うすれゆく意識
い し き

の中，お仙
せん

は，神
かみ

さまに祈
いの

ることしかできませんでした。 

 もうだめかと思
おも

った，その時
とき

です！どこからか，「ゴゴゴゴッ！」と，大
おお

きな地
じ

鳴
な

りがしたか

と思
おも

うと，とつぜん，お仙
せん

のゆく手
て

に，大
おお

きいカメのような岩瀬
い わ せ

が浮
う

き上
あが

がりました！ 

 そして，その岩瀬
い わ せ

は，流
なが

されてゆく

お仙
せん

の 体
からだ

をしっかりと受
う

け止
と

めたの

です。お仙
せん

は，ありったけの力
ちから

をふり

しぼり，その瀬
せ

にはい上
あが

がって，なん

とかたすかることができました。 
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 しばらく瀬
せ

の上
うえ

で休
やす

んでいると， 

「おーい，だいじょうぶかー！」 

 と，どこからか男
おとこ

の人
ひと

の声
こえ

が聞
き

こえました。あたり

を見回
み ま わ

すと，遠
とお

くの方
ほう

で 漁
りょう

をしていた舟人
ふなびと

が，あわて

たようすでこちらに向
む

かってくるのが見
み

えました。 

 お仙
せん

は，その舟人
ふなびと

のおかげでたすけられ，ぶじに家
いえ

に帰
かえ

り着
つ

くことができました。 

 

 お仙
せん

は，さきほど川
かわ

でおこったことをお父
とう

さんに話
はな

しました。お仙
せん

は，

お父
とう

さんのとっくりを川
かわ

の中
なか

に落
お

としてしまったことで，おこられるだろ

う，と思
おも

いました。 

 しかし，お父
とう

さんはお仙
せん

の話
はなし

を聞
き

くなり 

「お前
まえ

がぶじで本当
ほんとう

に良
よ

かった。」 

 と，お仙
せん

をだきしめました。 

 お父
とう

さんにとってはお酒
さけ

が飲
の

めなくなることよりも，自分
じ ぶ ん

のむすめがいなくなってしまうこ

とのほうが，つらくかなしいことだったのです。 

 それいらい，お仙
せん

のお父
とう

さんは，大好
だ い す

きなお酒
さけ

もぷっつりとやめて，以前
い ぜ ん

のようにいっしょう

けんめいはたらくようになりました。 

 こうして，二人
ふ た り

の親子
お や こ

はいつまでも仲良
な か よ

くくらしていったそうです。 

 その後
ご

，このできごとは，ある一人
ひ と り

の男
おとこ

の話
はなし

から村中
むらじゅう

に伝
つた

わり，村人
むらびと

たちは， 
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「ふしぎなことがあるものだ。」 

「こりゃあ，なんともありがたい 話
はなし

じゃ。」 

 といって，いつからか，お仙
せん

を助
たす

けた瀬
せ

のことを「仙
せん

が瀬
せ

」と呼
よ

ぶ

ようになったそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地図データ ○C Googleより 

 

    ※現在
げんざい

も「仙
せん

が瀬
せ

」の場所
ば し ょ

が枕崎市
まくらざきし

と南九州市
みなみきゅうしゅうし

の間
あいだ

にあります。 

 

○ 父親
ちちおや

を思
おも

うお仙
せん

の気持
き も

ちが，神
かみ

さまにとどいたのでしょうか。現在
げんざい

もこの「仙
せん

が

瀬
せ

」は下
した

の地図
ち ず

の場所
ば し ょ

に，不思議
ふ し ぎ

な言
い

い伝
つた

えとともに残
のこ

っています。 

〇 他
ほか

にも，この話
はなし

のように昔
むかし

から枕崎
まくらざき

に伝
つた

わる話
はなし

がないか，図書館
としょかん

などで調
しら

べて

みましょう。 
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２ 「枕 崎

まくらざき

市内

しない

の各校区

かくこうく

の主

おも

な史跡

しせき

について知

し

ろう」 

枕 崎
まくらざき

校区
こうく

 桜 山
さくらやま

・金山
きんざん

校区
こうく

 

 

松之
まつの

尾
お

遺跡
いせき

   西郷隆盛
さいごうたかもり

滞在
たいざい

の家
いえ

跡
あと

 喜入
きいれ

氏
し

累代
るいだい

の墓
はか

  

 

平家
へいけ

の落人
おちうど

の墓
はか

 

別府
べっぷ

校区
こうく

 立
たて

神
がみ

校区
こうく

 

 

鎌倉
かまくら

屋敷
やしき

跡
あと

   

 

茅野
かやの

の田
た

の神
かみ

 

 

硫黄山
いおうざん

岩崎寺
いわさきでら

跡
あと

  九 十 九 人
きゅうじゅうきゅうにん

溺死
で き し

の碑
ひ

 

【史跡
しせき

に関
かん

する簡単
かんたん

な説明
せつめい

】 

① 松之
まつの

尾
お

遺跡
いせき

→弥生
やよい

時代
じだい

終
お

わりから古墳
こふん

時代
じだい

初
はじ

めの遺跡
いせき

，土器
ど き

・刀剣
とうけん

・貝製
かいせい

腕輪
うでわ

が出土
しゅつど

 

② 西郷
さいごう

隆盛
たかもり

滞在
たいざい

の家
いえ

跡
あと

→江戸
え ど

時代
じだい

，奄
あま

美
み

大島
おおしま

からの帰
かえ

りに西郷
さいごう

隆盛
たかもり

が滞
たい

在
ざい

した家
いえ

の跡
あと

 

③ 喜入
きいれ

氏
し

累代
るいだい

の墓
はか

→鹿
か

籠
ご

（枕 崎
まくらざき

）の領 主
りょうしゅ

喜入
きいれ

氏
し

の５代
だい

から 19代
だい

の墓
はか

 

④ 平家
へいけ

の落人
おちうど

の墓
はか

→平家
へいけ

の落人
おちうど

であった金子
かねこ

信行
のぶゆき

一族
いちぞく

の墓
はか

 

⑤ 鎌倉
かまくら

屋敷
やしき

跡
あと

→唐人
とうじん

（ 昔
むかし

の中 国 人
ちゅうごくじん

）・平家
へいけ

の落人
おちうど

・島津
しまづ

氏
し

より前
まえ

の南薩
なんさつ

の支配者
しはいしゃ

別府
べっぷ

信
のぶ

忠
ただ

の墓
はか

という三
みっ

つの伝説
でんせつ

あり 

⑥ 茅野
かやの

の田
た

の神
かみ

→江戸
え ど

時代
じだい

中
なか

ごろに米
こめ

の豊作
ほうさく

を願
ねが

って建
た

てられた田
た

の神像
かみぞう

 

⑦ 硫黄山
いおうざん

岩崎寺
いわさきでら

跡
あと

→建
た

てられた年代
ねんだい

は不明
ふめい

・一 乗 院
いちじょういん

（坊津
ぼうのつ

にあった寺
てら

）と関係
かんけい

する寺
てら

の

跡
あと

 

⑧ 九 十 九 人
きゅうじゅうきゅうにん

溺死
できし

の碑
ひ

→明治
めいじ

時代
じだい

，黒島
くろしま

流
なが

れ（海難
かいなん

事故
じ こ

）で亡
な

くなった方々
かたがた

の慰霊
いれい

碑
ひ

 

 

 

 

 
 
 
 

【枕 崎
まくらざき

について知
し

ろう！②】 

 

○ ①から⑧の史跡
しせき

について学校
がっこう

の図書室
としょしつ

や市
し

の図書館
としょかん

で詳
くわ

しく調
しら

べてみよう。 

○ ここで紹 介
しょうかい

されている以外
いがい

の枕 崎
まくらざき

市内
しない

にある他
ほか

の史跡
しせき

についても調
しら

べてみよう。 
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◎ 「ヘルメット着用」と「保険加入」は義務！！  

  「かごしま県民のための自転車の安全で適正な利用に関する条例」（平成 29 年施行）では，

下記のように定められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 枕崎市校外生活指導連絡会より重要なお知らせ！！ 

 「インターネット環境機器の使用は午後９時までとする。」   

 

  枕崎市校外生活指導連絡会では，子供たちを取り巻くネット環境から子供を守るため 

に，共通理解事項として「インターネット環境機器の使用は午後９時までとする。」と 

決めています。「メディアコントロール」と「ノーメディア」に市内一斉，全ての小学 

生・中学生が取り組んでいきましょう。 

※ メディア機器の使い方をセルフコントロールできるようにする力を身に 

付けさせることが大切です。 

  

保護者として知っておきたいこと 

〇 枕崎市は部活動地域展開を推進しており，昨年度末までに「休日」の「運動部」の部
活動を優先して段階的に地域に移行しています。令和９年８月頃までには，学校部活動
を終了し，枕崎市地域クラブ活動として「平日・休日」を一体化した活動とすることを
目標にしています。 

◎ ｢週休２日｣～部活動や少年団～！！ 
  中学校の部活動は，「平日週１日及び土日のうち１日，合わせて週 2 日以上の休養日
を設定する」，活動時間は，「長くとも平日では２時間程度，学校の休業日（学期中の週
末を含む）は３時間程度とする」が原則です。 

  適度な休養による心身のリフレッシュは，技能や競技力の向上に不可欠です。部活動
は中学校生活の中でも大きなウエイトを占めるものですが，怪我やオーバーワークによ

る慢性的な疲労によって，つらいだけの思い出にならないようにしたいものです。 
  また，小学校の少年団活動については、子供たちの発達の段階を考慮し，鹿 
児島県体育協会が「週 3 回以内，１日２時間以内の活動が原則」と定めていま 
す。 

 

項 内         容 

交通安全教育・啓発 保護者や学校は，自転車利用に関する技能と知識の習得をさせ

る。 

自転車の適正利用 車両であることを自覚し，点検整備や盗難防止，防犯登録を行う。 

乗車用ヘルメットの
着用 

保護者は，中学生以下の子にヘルメットを着用させる義務があ
る。 

自転車損害賠償保険
等への加入 

自転車利用者は，保険に加入する義務がある。 
（実質保護者の義務になります。） 

※ 子供たちの安全を確保するために，家庭で必ず確認してください。 
※ 道路交通法の改正で，令和５年４月１日から全ての年齢の人を対象に，自転車乗車 
時のヘルメット着用を「努力義務」にすると定められました。 
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＜ い ざ と い う 時 の 連 絡 先 一 覧 ＞

 

 

 
子育てで迷った時は・・・ 

 

 

 

 

＜児童相談所虐待対応ダイヤル「１８９（いちはやく）」＞
虐待かもと思ったら，児童相談所へご相談ください。児童相談所虐待対応ダイヤル「１８９（いちはやく）」へかけると，地域の

児童相談所につながります。
 

 

インターネットに関する悩みがある時は・・・

○＃９１１０：最寄りの警察署または警察相談専用電話

＃９１１０は，発信地を管轄する警察本部等の総合窓口に接続されます。生活の安全に関わる悩みごと，困りごとなど，緊急

ではない相談の窓口です。（受付時間：24時間）

○１８８：消費者庁消費者ホットライン
商品やサービスなどの消費生活全般に関する苦情や問合せなどに対し，専門の消費生活相談員などが相談を受け付ける

窓口です。

○０１２０-０-７８３１０：２４時間子供ＳＯＳダイヤル（文部科学省）

インターネット上のいじめ問題などの相談窓口です。（受付時間：24時間）

○０１２０-００７-１１０：子供の人権１１０番（法務局）

インターネット上の嫌がらせなどの子供の悩み事に関する相談窓口です。（受付時間：平日8時30分～17時15分）


